
１

武
蔵
野
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
の
取
り

組
み
‐
住
民
に
よ
る
『
自
主
参
加
・
自

主
企
画
・
自
主
運
営
』

加
・
自
主
企
画
・
自
主
運
営
）
を
維
持
し
つ
つ
、
本

格
的
な
地
域
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
」
と
い
う
段
階
に
到
達
し
て
い
る
。

施
設
計
を
行
っ
て
い
る
。
建
設
準
備
段
階
の
住
民
側

の
組
織
づ
く
り
や
意
見
調
整
は
住
民
主
導
で
行
わ
れ
、

行
政
は
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
会
合
に
出
席
す
る
程

度
で
あ
る
。
周
辺
住
民
へ
の
周
知
の
た
め
、
準
備
会

に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
を
奨
励
し
て
い
る
。

　
運
営
は
、
住
民
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
が
市
か
ら
委
託
さ
れ
、
補
助
金
を
受
け
て
い

る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
本
理
念
に
反
し
な
い
限

り
、
か
な
り
自
主
性
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
横
の
連
絡
や
研
究
の
た
め
武
蔵
野
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
研
究
連
絡
会
が
毎
月
行
わ
れ
て
お
り
、
地
域

の
自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
、
相
互
に
刺
激

し
あ
い
、
高
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
武
蔵
野
市
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
第
一
期
武
蔵

野
市
長
期
計
画
の
基
本
構
想
の
一
つ
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
構
想
を
掲
げ
、
次
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
た
。

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
市
民
自
身
が
長
期
の
自
治
活

動
の
過
程
で
つ
く
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
上

か
ら
の
制
度
的
強
制
で
は
な
い
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
地
域
の
特
性
、
市
民
交
流
の

チ
ャ
ン
ス
な
ど
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
あ

り
、
開
か
れ
た
開
放
的
都
市
空
間
を
な
し
て
い
く
。

し
た
が
っ
て
閉
じ
ら
れ
た
閉
鎖
的
都
市
空
間
で
は
な

い
。

　
昭
和
四
十
八
年
に
設
置
さ
れ
た
第
一
期
武
蔵
野
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
市
民
委
員
会
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
整
備
の
基
本
方
針
を
市
長
に
報
告
、
市
は
こ
れ
に

基
づ
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
を
制
定
し
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
て
き
た
。

　
こ
の
結
果
、
平
成
五
年
の
第
三
期
長
期
計
画
で
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
十
七
館
設
置
が
完
了

し
、
…
こ
れ
か
ら
は
、
市
民
が
自
ら
の
力
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
段
階
に
入
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
三
原
則
（
自
主
参

　
武
蔵
野
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
「
市
民
の
社
会
生
活

の
基
礎
単
位
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
区
ご
と
に
配

置
さ
れ
」
、
「
市
民
の
だ
れ
も
が
自
由
に
利
用
で
き
る

多
目
的
施
設
」
で
、
「
建
設
及
び
管
理
運
営
の
す
べ

て
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
区
に
居
住
す
る
市
民
を
中

心
と
し
た
市
民
参
加
方
式
に
よ
り
行
わ
れ
る
」
な
ど

と
し
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
区
は
、
現
在
十
一
地
区
の
区
画

割
り
に
な
っ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

当
初
は
優
先
地
区
か
ら
整
備
を
始
め
た
が
、
そ
の
後

住
民
の
要
望
に
基
づ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
市
民
委
員

会
が
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。
施
設
規
模
や
配
置
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
市
民
委
員
会
で
検
討
し
て
き

た
結
果
、
最
終
的
に
十
一
地
区
に
十
七
館
（
百
九
十

七
～
千
六
百
三
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
）
と
二
つ
の
分

館
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
、
住
民
の
要

望
（
ラ
フ
な
設
計
）
を
受
け
て
市
が
基
本
設
計
、
実

３

ゴ
ミ
処
理
施
設
反
対
運
動
が
発
端
と
な
っ

た
け
や
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

建
設
運
動

　
昭
和
五
十
四
年
、
市
は
中
央
北
地
区
へ
の
ゴ
ミ
処

理
施
設
新
設
を
発
表
し
た
。
施
設
予
定
地
（
吉
祥
寺

北
町
）
の
住
民
は
こ
れ
に
反
発
し
、
「
ゴ
ミ
問
題
を

考
え
る
会
」
を
発
足
、
よ
り
よ
い
場
所
は
ど
こ
か
に

つ
い
て
議
論
を
進
め
た
。
市
は
こ
の
運
動
を
受
け
、

ゴ
ミ
処
理
施
設
を
中
央
北
地
区
の
緑
町
に
移
動
さ
せ

た
。

　
「
ゴ
ミ
問
題
を
考
え
る
会
」
は
、
活
動
の
過
程
で
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施設概要

事業期間

参加形態
と対象

　「武蔵野市コミュニティ構想」に基づくコミュ

ニティセンター設置事業

敷地面積／832㎡

総床面積／576㎡

ラーメン構造による２階建て

1982年５月／中央北コミュニティセンター建

　　　　　　設準備会発足

1984年11月／けやきコミュニティ協議会へ発

　　　　　　展的移行

1988年６月／基本設計合意

1989年１月／着工

1989年12月／完成・オープン

住民有志による建設協議会、

市主催の説明会



人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
経
験
を
広
げ
、
自
由
に
気
兼

ね
な
く
利
用
で
き
る
活
動
の
場
が
欲
し
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
武
蔵
野
市
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
構
想
の
存
在
を
知
り
、
そ
の
理
念
に
刺
激
さ
れ

て
「
今
ま
で
に
な
い
、
開
放
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
ろ
う
！
」
と
呼
び
か
け
、

昭
和
五
十
七
年
、
「
中
央
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

準
備
会
」
が
発
足
し
た
。

　
そ
の
後
中
央
北
地
区
で
は
、
様
々
な
い
き
さ
つ
か

ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
市
民
委
員
会
の
答
申
に
よ
っ
て
、

緑
町
、
吉
祥
寺
北
町
の
両
地
域
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
つ
く
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
吉
祥
寺
北

町
で
は
こ
れ
を
受
け
、
「
け
や
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
」
を
新
た
に
発
足
し
、
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く

り
を
進
め
て
い
っ
た
。

　
緑
町
に
は
用
地
が
あ
り
、
早
く
建
設
が
実
現
し
た

が
、
吉
祥
寺
北
町
に
は
適
切
な
土
地
が
な
く
、
時
間

が
か
か
っ
た
。
最
終
的
に
は
、
昭
和
六
十
二
年
、
市

議
会
の
承
認
を
経
て
市
の
公
園
の
一
部
を
利
用
す
る

こ
と
が
決
定
し
た
（
公
園
の
代
替
緑
地
を
別
に
確
保
）
。

プ
ラ
ン
確
定
ま
で

　
昭
和
六
十
二
年
六
月
、
市
は
市
民
側
に
、
年
度
内

に
着
工
す
る
の
で
十
月
ま
で
に
市
民
の
考
え
方
を
ま

と
め
る
よ
う
要
請
し
た
。
住
民
側
は
、
用
地
が
決
ま
っ

た
こ
と
で
施
設
づ
く
り
に
新
た
な
意
欲
を
燃
や
し
、

独
自
に
建
築
家
を
捜
し
出
し
て
何
度
も
ス
ケ
ッ
チ
を

描
い
て
も
ら
い
、
十
一
月
に
住
民
側
の
最
終
案
を
設

計
図
と
し
て
提
示
し
た
。

　
し
か
し
こ
の
案
は
、
壁
構
造
で
外
壁
が
入
り
組
ん

で
お
り
コ
ス
ト
が
高
い
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
市
は

受
け
入
れ
難
い
と
し
、
十
二
月
に
「
市
民
の
意
向
を

取
り
入
れ
」
て
市
が
設
計
案
を
提
示
し
た
。
し
か
し
、

市
民
側
は
自
分
達
の
構
想
と
は
異
な
る
と
し
て
こ
れ

を
拒
否
し
、
一
月
、
ラ
ー
メ
ン
構
造
を
採
用
し
「
外

壁
の
凹
凸
を
減
ら
し
た
プ
ラ
ン
を
市
に
提
示
し
た
。

こ
れ
は
一
旦
基
本
線
で
合
意
さ
れ
た
が
、
様
々
な
や

り
と
り
の
中
で
市
と
市
民
側
の
意
見
の
食
い
違
い
が

あ
り
、
一
時
凍
結
さ
れ
た
後
、
三
月
、
新
た
に
市
が

案
を
提
示
し
た
。
し
か
し
こ
れ
も
市
民
は
拒
否
し
、

一
月
の
合
意
案
に
基
づ
く
修
正
案
を
市
民
が
提
示
し
、

い
く
つ
か
の
市
の
注
文
を
受
け
て
両
者
で
検
討
す
る

中
で
、
昭
和
六
十
三
年
六
月
、
よ
う
や
く
基
本
設
計

の
合
意
を
み
た
。

　
実
施
設
計
の
段
階
で
も
、
市
民
側
は
自
分
達
の
イ

メ
ー
ジ
す
る
空
間
づ
く
り
に
非
常
に
熱
心
に
取
り
組

み
、
内
装
の
材
料
、
設
備
、
細
か
な
空
間
構
成
な
ど

多
く
の
要
望
を
出
し
、
市
も
で
き
る
範
囲
で
こ
れ
に

応
じ
、
特
に
「
若
手
の
職
員
が
積
極
的
に
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
く
れ
た
」
と
市
民
側
も
評
価
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
プ
ラ
ン
検
討
の
過
程
は
か
な
り
ギ

ク
シ
ヤ
ク
し
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
快
適
な
空
間
を
生

み
出
そ
う
と
す
る
住
民
の
熱
意
と
粘
り
強
い
努
力
が
、

ほ
と
ん
ど
無
償
で
関
わ
っ
た
建
築
家
を
動
か
し
、
ま

た
行
政
側
の
辛
抱
強
い
対
応
や
若
手
職
員
の
意
欲
を

引
き
出
し
て
、
結
果
的
に
は
市
民
・
行
政
・
専
門
家

の
協
働
と
な
っ
て
、
け
や
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
優
れ
た
空
間
を
生
み
出
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

市
民
参
加
を
促
す
理
念
と
小
さ
な
行
政

単
位

　
武
蔵
野
市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
本
構
想
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

特
集
・
市
民
参
加
の
実
践
①
市
民
参
加
実
践
事
例
集

ン
タ
ー
の
理
念
や
建
設
・
運
営
に
つ
い
て
の
住
民
参

加
の
原
則
を
大
き
く
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ
が
意
欲
あ

る
住
民
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
促
し
て
い
る
。

　
武
蔵
野
市
は
行
政
規
模
が
小
さ
く
、
行
政
に
、
地

域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
や
多
く
の
市
民
の
顔
が
見
え
て

お
り
、
あ
る
程
度
地
域
の
総
意
を
反
映
し
て
い
る
か

ど
う
か
が
把
握
で
き
る
こ
と
も
重
要
な
要
素
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
用
地
難
か
ら
施
設
規
模
の
標
準
化
も
困
難

で
、
標
準
プ
ラ
ン
や
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
く
、
行

政
も
理
念
や
原
則
に
基
づ
い
て
、
個
別
に
助
言
や
行

政
と
し
て
の
意
見
を
提
示
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
け
や
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
事
例
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
市
民
自
身
が
長
期
の
自
治
活

動
の
過
程
で
つ
く
る
も
の
」
と
い
う
基
本
的
な
考
え

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
め
ぐ
る
市

民
と
行
政
の
や
り
と
り
で
試
さ
れ
、
ひ
と
つ
の
実
を

結
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

◎地域の合意づくり、客観的判断、思考の柔軟性、地域・

　利用者・住民の実情や要望の把握が大切。

・建設運動では、行政や議会への働きかけ、地域全体への

　広報活動、見学・学習、地域のまつりやコミュニティの

　つどいなどを長期的・継続的に行ったため、集団として

　の力量が高まった。

・この過程を通じて、住民間のつながりや信頼関係ができ、

　コミュニティづくりが進んだ。また、地域のようすや、

　住んでいる人々の実情・気分を肌で感じ、調べて知るこ

　とができた。さらに他のコミュニティセンターの使い勝

　手、運営の仕方を利用者・第三者として客観的に学べた。

・活動にあたっては、個人の自発的な参加（特定団体の利

　益・要望から出発しない自由な意思）と自由で平等な人

　間関係を尊重すること、その継続のためのしくみをつく

　ることを重視した。

・また、話し合いや合意づくりに手間をかけた。

・施設づくりでは、アットホームで居心地のよい空間、

　「地域のリビングルーム」を追求し、同時に公共性（①

　様々な人の使い方を考えること、②誰にでも開かれるこ

　と、③直接利用しない人への心配り、④町の中での情報

　の共有）も大切にした。

・設計の際は、コミュニティづくり・まちづくりの拠点と

　してのセンターをイメージできること、そのイメージを

　設計者に伝えられること、住民のイメージを理解し具体

　化できる設計者との結びつきを得ることが大切である。

・行政に対しては、①住民を対等な相棒として考えること、

　②必要なときに適切な助言、情報、資料の提供、財政的支

　援を与えること、③住民の合意に基づいた注文を尊重し、

　実現できる柔軟性と質の高さをもつこと、を希望する。

45●
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建設活動に係わった市民の意見
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